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丹生ダム工事における濁水対策 
 
 
１．丹生ダムでは、工事における濁水発生を極力抑制するよう努めています。 
 
（１）丹生ダムで現在工事中の工事箇所は図－１のとおりです。また、丹生ダムで用いている
濁水発生抑制対策工は表－１のとおりです。 
 
（２）平成14年の台風６号（7月10日）、台風７号（7月16日）による出水時に河川の濁度調査
を実施した結果、濁水発生抑制対策の効果が確認されました。 

当日の降雨および河川水位は図－２～３、調査位置は図－４～６、調査結果は図－７ 
～１０に示します。 

 
 
２．「第13回委員会(H14.7.30)参考資料１－１」の別紙３「南浜・虎姫両漁協よ
りの報告」の「公団丹生ダム工事」と題された写真集のうち、誤解されている内
容がありますのでお知らせします。 
 
（１）資料21,22ページに「姉川・高時川合流点」、「高時川・杉野川合流点」の写真がありま
す。この表題では、高時川の濁水があたかも丹生ダム工事から発生しているかのように誤解さ
れますが、丹生ダム工事からはこのような濁水は発生していません。 

 平成14年の台風６号（7月10日）、台風７号（7月16日）による高時川出水時の河川濁水
状況を図－１１～１２に示します。 

 
（２）資料16ページで「妙理川」とされている２枚の濁水河川の写真（写真－１～２）は、公
団工事とは関係のない「白谷川」のものです。 

 平成14年の台風７号（7月16日）による白谷川の河川濁水状況を写真－３に示します。 
 白谷川は２基の砂防ダムが設けられている砂防指定河川です。（写真－４） 

   その他にも、公団工事でないものが３枚含まれています。 
 
（３）資料18ページの①「すぐ右下が高時川」とされている写真（写真－５）、および20ペー
ジの②「道路すぐ下が丹生川」およびとされている写真（写真－８）について、補足説明しま
す。 

①：写真の工事箇所の直下では、河岸が植生で保護されています。（写真－６～７） 
②：出水時に水に浸かる工事箇所は、土のうにより囲い濁水の発生を抑制しています。 
 （写真－９） 

 
 
 丹生ダムでは、今後も引き続き、工事における濁水対策に努めますが、不備な
点があればご指摘いただき、改善に努めてまいります。 
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